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JPCOARスキーマの概要



オープンアクセスリポジトリ推進協会
（JPCOAR）

2016年7月設立、601機関が参加 （2019年5月10日時点）

＜概要＞

リポジトリを通じた知の発信システムの構築を推進し、リポジトリコ
ミュニティの強化と、我が国のオープンアクセス並びにオープンサイエ
ンスに資することを目的として設立

＜活動内容（2019～2021年度）＞

1. オープンサイエンスの推進に寄与するため、研究
データの公開、流通に関する先導的な取組みを行う。

研究データ作業部会

2. オープンアクセスを推進する学術情報流通の基盤を
整備し、コンテンツの流通、活用を促進する。

コンテンツ流通促進
作業部会

3. オープンアクセスリポジトリを支えるコミュニティ
としての機能を強化する。

コミュニティ強化・
支援作業部会

4. オープンアクセス、オープンサイエンスの推進に対
応できる人材育成を行う。

人材育成作業部会

5. 協会の活動基盤を強化し、JPCOARのブランド力を
高める。

運営委員会



機関リポジトリのメタデータ交換フォーマット
「JPCOARスキーマ」の策定（2017年10月）

①各機関リポジトリからIRDBに
メタデータをハーベスティング

②各種のサービスにデータを流通

図書館員

IRDB

国内の機関
リポジトリ

IR
IR

IR

・・・

JPCOAR
スキーマ



JPCOARスキーマ策定の基本方針
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• オープンサイエンス・オープンア
クセス方針に対応した要素の拡充

• 識別子の拡充・メタデータ構造の
修正

• 国際的に相互運用性の高いデータ
交換のためのスキーマ定義



JPCOARスキーマ策定時に参照した
国内外のスキーマ定義
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Dublin Core
Dublin Core Metadata Initiativeが維持管理する
基本的な要素セット

DataCite
研究データにDOIを付与し、正確な特定・引用
を目指す国際組織が定義するスキーマ定義

COAR
オープンアクセスリポジトリ連合（COAR）が

策定するセマンティックWeb を意識した語彙
セット

OpenAIRE
EU Horizon 2020政策下で国際的に研究成果を取
集するプロジェクトが使用する要素

RIOXX 英国Jiscの助成を受けて策定されたスキーマ定義

DC-NDL(国立国会図書館

ダブリンコアメタデータ記述)

国立国会図書館が提供するThe Dublin Core 
Metadata Element Setを拡張したメタデータ記
述語彙および記述規則

JPCOARスキーマ
（独自定義）

標準的なスキーマ定義では不足する部分を
JPCOARが独自に拡張したもの
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JPCOARスキーマガイドライン
http://schema.irdb.nii.ac.jp/

JPCOARスキーマ
XMLスキーマ定義（GitHub）
https://github.com/JPCOAR/schema

http://schema.irdb.nii.ac.jp/
https://github.com/JPCOAR/schema


新IRDB（ 2019 年４月～）

• JPCOARスキーマ対応
• メタデータハーベスト時の正規化の充実
• 業務担当者向け統計機能等の実装

学術機関リポジトリデータベース(IRDB)
https://irdb.nii.ac.jp/

88

https://irdb.nii.ac.jp/


JPCOARスキーマに対応した
内容に改訂

➢ 研究データのDOI登録方法の
追加

➢ CrossRef DOIの登録の条件の
変更

➢ リポジトリとは別サイトでの
本文ファイル公開に関する注
意追加

ジャパンリンクセンター
（JaLC）もJPCOARスキーマ
に対応済（2019年3月）

「IRDBデータ提供機関のためのDOI管理・メタ
データ入力ガイドライン」改訂（2019年5月）

IRDBデータ提供機関のためのDOI管理・メタデータ入力ガイドライン
https://support.irdb.nii.ac.jp/tech-info/jalc

9

https://support.irdb.nii.ac.jp/tech-info/jalc


データ引用の原則から見る
JPCOARスキーマ
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1. Importance
◦ 研究データの引用は他の学術成果物の引用と同等に重要

2. Credit and Attribution
◦ 寄与者への学術的評価の促進

3. Evidence
◦ データに基づく主張を行う場合は必ず関連するデータを引用する

4. Unique Identification
◦ 機械可読/グローバルに一意/コミュニティで普及した永続的識別子の利用

5. Access
◦ データや関連するメタデータ/ドキュメント類へのアクセスの促進

6. Persistence
◦ 識別子/データ/メタデータの永続性の確保

7. Specificity and Verifiability
◦ タイムスライス/バージョン等の情報によるデータの特定/検証可能性の向上

8. Interoperability and Flexibility
◦ 引用方法の柔軟性/相互運用性の確保

FORCE11 データ引用の原則に関する共同宣言

Data Citation Synthesis Group: Joint Declaration of Data Citation Principles. Martone M. (ed.) San Diego CA: FORCE11; 2014 
[https://www.force11.org/group/joint-declaration-data-citation-principles-final].

https://www.force11.org/group/joint-declaration-data-citation-principles-final


2. Credit and Attribution
（寄与者への学術的評価の促進）

寄与者の役割を属性として記述 役割の明確化

例）

<jpcoar:contributor contributorType="Editor">
<jpcoar:nameIdentifier nameIdentifierScheme="ORCID" 

nameIdentifierURI="https://orcid.org/0000-0001-0002-0003">
0000-0001-0002-0003</jpcoar:nameIdentifier> 

<jpcoar:contributorName xml:lang="en">Yamada, Ichiro
</jpcoar:contributorName> 

</jpcoar:contributor>
12

ProjectManager
ProjectMember
RelatedPerson
Researcher
ResearchGroup
Sponsor
Supervisor
WorkPackageLeader
other

プロジェクト管理者
プロジェクトメンバー
関係者
調査者
調査グループ
スポンサー
監督者
ワークパッケージ管理者
その他

ContactPerson
DataCollector
DataCurator
DataManager
Distributor
Editor
HostingInstitution
Producer
ProjectLeader

連絡担当者
データ収集者
データキュレーター
データ維持管理者
頒布者
編集者
提供機関
製作者
プロジェクトリーダー



4. Unique Identification/6. Persistence
（固有の識別子/永続性の確保）
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researchmap
https://researchmap.jp/i2k/

DataCite
https://search.datacite.org/works?que
ry=warming

https://researchmap.jp/i2k/
https://search.datacite.org/works?query=warming


4. Unique Identification/6. Persistence
（固有の識別子/永続性の確保）

識別子の拡充により、情報をより正確に記述か
つ機械的に処理可能に

•人物単位（作成者 / 寄与者/ 権利者）

•機関単位（所属機関 / 助成機関 / 学位授与機関）

•リソース単位

• 資源識別子（DOI / HDL / URI）

• 関連識別子（ARK / arXiv / DOI / HDL / ICHUSHI / ISBN /        

J-GLOBAL / Local / PISSN / EISSN / NAID / NCID / PMID /     
PURL / SCOPUS / URI / WOS）

• 研究課題番号

• 雑誌識別子
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7. Specificity and Verifiability
（バージョン等の情報によるデータの特定/検証可能性の向上）

データのバージョン情報の要素追加

例）

<datacite:version>4</datacite:version>

figshare
https://figshare.com/collections/Biodegradability_of_Disulfide-
Organosilica_Nanoparticles_Evaluated_by_Soft_X_ray_Photoelectron_Spectroscopy_Cancer_Therapy_Implications/4362125

https://figshare.com/collections/Biodegradability_of_Disulfide-Organosilica_Nanoparticles_Evaluated_by_Soft_X_ray_Photoelectron_Spectroscopy_Cancer_Therapy_Implications/4362125


学術成果物の助成機関情報の収集
例）

7. Specificity and Verifiability
（バージョン等の情報によるデータの特定/検証可能性の向上）

<jpcoar:fundingReference>

<datacite:funderIdentifier funderIdentifierType ="Crossref Funder">

https://doi.org/10.13039/501100000780

</datacite:funderIdentifier>

<jpcoar:funderName xml:lang="en">European Commission</jpcoar:funderName>

<datacite:awardNumber awardURI="http://cordis.europa.eu/project/rcn/100603_en.html">

284382

</datacite:awardNumber>

<jpcoar:awardTitle xml:lang="en">

Institutionalizing global genetic-resource commons. Global Strategies for 

accessing and using essential public knowledge assets in the life science

</jpcoar:awardTitle>

</jpcoar:fundingReference>

助成機関識別子
助成機関名

研究課題番号
研究課題名



ライセンスの明示によるデータの再利用促進
例）

5. Access
（データや関連するメタデータ/ドキュメント類へのアクセスの促進）
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<dc:rights xml:lang="en“ rdf:resource=

"https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.en">

Creative Commons Attribution 4.0 International

</dc:rights>

DataCite
https://search.datacite.org/works?query=xray

https://search.datacite.org/works?query=xray


関連情報

5. Access
（データや関連するメタデータ/ドキュメント類へのアクセスの促進）
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isVersionOf ～の異版である

hasVersion ～は異版である

isPartOf ～の一部分である

hasPart ～を一部分として持つ

isReferencedBy ～で参照されている

references ～を参照している

isFormatOf ～の別の記録形式である

hasFormat
～は以前から存在していた別の
記録形式である

isReplacedBy ～によって置き換えられている

replaces ～を置き換えている

isRequiredBy ～によって必要とされている

requires ～を必要としている

isSupplementedBy ～によって補足されている

isSupplementTo ～を補足している

isIdenticalTo ～と同一である

isDerivedFrom ～に由来している

isSourceOf ～の由来になっている

論文

研究
データ

図書

例）isPartOf
～の一部分である

著者
最終稿

出版者版

isVersionOf
～の異版である

例）hasPart
～を一部分として持つ

hasVersion
～は異版である



CiNii Research

助成機関報告書

図書・論文・
デジタル
アーカイブ・
データ等 研究課題

番号

科研費研究者ID, 
ORCID...

Crossref Funder, 
GRID, ISNI...

ERDB-JPIRDB

KAKEN

学術成果物

DOI, Handle, 
URI, ISBN...

研究助成研究者

所属機関

5. Access
（データや関連するメタデータ/ドキュメント類へのアクセスの促進）

CiNii
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ID ID

ID

ID



ご清聴ありがとうございました

JPCOARスキーマに関するお問い合わせ先：
http://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/form/contact

http://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/form/contact

